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会
長
挨
拶

薮
田
和
夫
︵
昭
和
２
７
年
卒
︶

　
平
成
１
４
年
度
に
、
会
長
の
大
役
を
お
引
き
受

け
し
て
以
来
、
早
い
も
の
で
６
年
が
経
過
致
し
ま

す
。
こ
の
間
、
諸
先
生
、
諸
先
輩
の
意
思
を
引
き

継
ぎ
、
役
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、
学
科
の
発
展

へ
の
一
層
の
寄
与
と
会
員
相
互
の
一
層
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
目
指
し
た
諸
施
策
を
実
行

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
提

言
と
平
素
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
本
会
は
電
気
工
学
科
創
立
５
０
周
年
を
期
に

諸
先
生
、
諸
先
輩
の
ご
努
力
に
よ
り
平
成
４
年
に

結
成
さ
れ
、
以
来
、
着
実
な
運
営
を
積
み
重
ね
て

参
り
ま
し
た
が
、
今
年
で
１
６
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
学
科
名
称
も
電
気
工
学
科
か
ら
、
電
気･

電
子
・
情
報･

通
信
工
学
分
野
の
発
展
・
拡
大
に
合

わ
せ
て
、
電
気
電
子
情
報
工
学
科
へ
、
更
に
電
子

情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
へ
と
変
遷
し
て
き
ま
し

た
が
、
来
年
度
に
は
創
立
７
０
周
年
記
念
行
事
を

実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
学
科
創
立
７
０

周
年
記
念
行
事
を
期
に
、
同
窓
会
会
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
、
よ
り
一
層
の
発
展
を
図

る
た
め
、
今
年
度
総
会
で
は
昨
年
度
ご
承
認
頂
い

た
新
設
ク
ラ
ス
委
員
の
任
命
、
学
科
創
立
７
０
周

年
記
念
行
事
準
備
委
員
会
の
構
成
等
を
提
案
さ
せ

て
頂
く
予
定
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
平
素
の
ご
尽

力
に
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会
お
よ
び

学
科
の
一
層
の
発
展
の
た
め
の
積
極
的
な
ご
意

見
・
ご
提
言
を
よ
ろ
し
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

総
会
・
懇
親
会
便
り

　
平
成
１
８
年
度
総
会
・
懇
親
会
は
１
０
月
１
５

日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、(

１)

学
科
と
同
窓
会
の
連
係
を
密
に
す
る
た
め
の
役
員

改
正
に
つ
い
て
、
学
科
主
任
を
同
窓
会
学
内
副
会

長
に
選
任
す
る
こ
と
、(

２)
同
窓
会
会
員
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
を
図
る
た
め
の
委

員
制
度
の
強
化
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
、(

３)

学
科
創
立
７
０
周
年
記
念
行
事
の
開
催

時
期
に
つ
い
て
、
大
学
の
創
立
８
０
周
年
記
念
行

事
と
重
な
る
た
め
、
１
年
前
倒
し
し
て
、
来
年
１

０
月
︵
２
０
０
８
年
１
０
月
︶
、
大
学
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
こ
と
、(

４)

創
立
７
０
周
年
記
念
行
事
に
向
け
て
、
同
窓
会
役

員
お
よ
び
ク
ラ
ス
委
員
を
含
む
記
念
行
事
実
行
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は
薮
田

同
窓
会
会
長
を
齊
藤
副
会
長
は
じ
め
、
多
数
の
会

員
の
方
、
許
先
生
、
遠
藤
先
生
、
大
野
先
生
を
は

じ
め
、
多
数
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
、
終
始
和
や

か
な
歓
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
の

総
会
・
懇
親
会
は
１
０
月
２
１
日(

日)

に
開
催
さ

れ
ま
す
。
２
０
０
８
年
１
０
月
開
催
予
定
の
学
科

創
立
７
０
周
年
記
念
行
事
の
内
容
等
も
話
題
と
な

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
科
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
のJ

A
B
E
E

継

続
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
１
７
年
５
月
に
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機

構
︵J

A
B
E
E

︶
よ
り
認
定
さ
れ
た
本
学
科
の
﹁
電
気

電
子
情
報
工
学
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
は
、
昨
年
１

０
月
、
同
機
構
に
よ
る
中
間
審
査
を
受
け
、
今
年

５
月
、
２
０
０
８
年
度
ま
で
の
継
続
が
正
式
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
学
科
の
専
門
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
﹁
電
気
・
電
子
・
情
報
通
信
お
よ
び
そ

の
関
連
分
野
﹂
で
国
際
水
準
に
あ
る
こ
と
、
ま
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的
改
善
が
適
切
に
実
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
２
１
年
１
０
月
頃
に
次
回
の
継
続
審

査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
的

改
善
の
た
め
に
は
、
各
方
面
の
方
々
の
ご
意
見
を
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反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

チ
ッ
プ
上
に
広
が
る
人
間
環
境
系
を

支
え
る
知
能
集
積
技
術

　
当
学
科
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
チ
ッ
プ

上
に
広
が
る
人
間
環
境
系
を
支
え
る
知
能
集

積
技
術
﹂
は
２
０
０
４
年
文
部
科
学
省
私
立

大
学
研
究
高
度
化
推
進
事
業
に
ハ
イ
テ
ク
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設

置
申
請
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
﹁
チ
ッ

プ
上
に
広
が
る
人
間
環
境
系
を
支
え
る
知
能

集
積
技
術
﹂
と
し
て
２
０
０
４
年
度
４
月
に

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
の
高
度
化

社
会
で
は
電
脳
空
間
あ
る
い
は
サ
イ
バ
ー
世

界
と
も
呼
ば
れ
る
人
工
的
な
人
間
環
境
系
が

成
熟
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
高
速
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築
が

進
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
で
、
た
と
え
ば
家
庭
内
の
家
電
、
機

会
や
社
会
シ
ス
テ
ム
が
相
互
に
リ
ン
ク
し
、

そ
れ
ら
の
情
報
伝
達
、
制
御
を
人
間
が
容
易

に
行
え
る
高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
の

道
が
開
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
人
を
相
互
に
つ
な
ぐ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
構
築
の
技
術
開
発
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
こ
の
よ
う
な
期
待
に
こ
た
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
集
積
化
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
機
能

チ
ッ
プ
と
い
う
微
細
な
平
面
上
に
投
影
さ
せ

た
人
間
環
境
系
を
構
築
す
る
た
め
の
﹁
知
能

集
積
技
術
﹂
を
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
研
究
・
開
発
し
、
そ
れ
ら
の
集
約
を
目
指

し
た
も
の
で
す
。
３
年
目
と
な
る
前
年
度
は

中
間
審
査
が
行
わ
れ
、
極
め
て
優
秀
で
あ
る

と
の
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ハ
イ
テ
ク

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵H

R
C

︶
は
５

年
間
に
わ
た
っ
て
５
億
円
以
上
の
研
究
費
の
援
助

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
３
年
間
で

多
数
の
論
文
が
学
会
誌
に
受
理
、
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
研
究
成
果
を
世
に
提
示
し
て

い
き
ま
す
。H

R
C

の
副
テ
ー
マ
で
あ
る
﹁
人
間
の

生
活
・
文
化
の
向
上
を
微
細
チ
ッ
プ
か
ら
実
現
す

る-
I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e

&
I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n

ﾐ

﹂
が

示
す
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
人
間
を

取
り
巻
く
社
会
に
お
け
る
利
便
性
、
安
全
性
な

ど
、
人
間
が
文
化
・
生
活
を
営
む
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
様
々
な
事
項
お
よ
び
事
物
に
対
し

て
、
技
術
を
集
約
、
集
積
化
す
る
こ
と
で
よ
り
豊

か
な
社
会
を
構
築
す
る
事
を
主
要
な
目
的
と
し
て

い
ま
す
。H

R
C

で
は
年
に
数
回
の
研
究
発
表
会
と

毎
年
２
月
末
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
何
方
で
も
参
加
自
由
で

す
の
で
、
是
非
、
卒
業
生
の
皆
様
も
参
加
し
て
、
現

在
の
学
科
の
研
究
に
対
す
る
姿
勢
・
熱
意
を
ご
ら

ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
で
き
れ
ば

お
互
い
に
研
究
成
果
を
発
表
し
、
知
識
と
成
果
を

共
有
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
電
力
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
と
い
っ
た
人
の
生
活
基
盤
を
支
え
る

技
術
か
ら
、
豊
か
な
人
間
環
境
系
を
構
築
す
る
知

能
集
積
技
術
開
発
へ
と
発
展
す
る
本
学
科
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
詳
細
はH

R
C

な

ら
び
に
学
科
のH

P

を
ご
覧
下
さ
い
。U

R
L
:

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
u
-
h
r
c
.
j
p
/

学
科
組
織
報
告
︵
退
官
教
員
の
紹
介
︶

　
本
学
科
教
授
辻
野
次
郎
丸
先
生
が
本
年
度
２
０

０
８
年
３
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
辻

野
次
郎
丸
先
生
は
、
１
９
６
７
年
３
月
東
京
工
業

大
学
理
工
学
研
究
科
の
博
士
後
期
過
程
を
修
了
さ

れ
、
同
年
４
月
本
学
電
気
工
学
科
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
本
学
で
４
０
年
に
渡
っ
て
教
鞭
を

と
ら
れ
ま
し
た
。
研
究
面
に
お
い
て
は
、
超
音
波

溶
接
、
超
音
波
モ
ー
タ
ー
の
研
究
に
精
力
的
に
従

事
さ
れ
、
多
く
の
秀
で
た
研
究
成
果
を
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
ら
くI

E
E
E
-
U
F
F
C

の
委
員

と
し
て
、
海
外
で
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
間
も
学
科
主
任
を
長
く
勤
め
ら
れ
、
さ

ら
に
大
学
院
委
員
長
、
教
学
評
議
員
を
歴
任
し
、

本
学
の
教
育
面
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
研
究
、
教
育
の
両
面
に
お
い
て
本
学
科
な
ら

び
に
工
学
部
、
ひ
い
て
は
大
学
全
体
の
発
展
に
多

大
な
る
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
室
の
卒
業

生
も
今
年
で4

0

期
を
数
え
、
多
く
の
優
秀
な
生
徒

を
世
に
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
辻
野
次
郎
丸
先
生

の
最
終
講
義
は
２
０
０
８
年
１
月
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
最
終
講
義
以
外
に
も
、
長
年
研

究
を
報
告
し
て
き
た
電
子
情
報
通
信
学
会
超
音
波

研
究
会
︵
１
２
月
１
３
日
開
催
、
至
東
京
工
業
大

学
す
ず
か
け
台
キ
ャ
ン
パ
ス
︶
に
お
い
て
特
別
講

演
を
行
わ
れ
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。
最
終
講
義
の
詳
し
い
日
程
は
決
ま

り
次
第
、
学
科H

P

に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。

教
職
員
、
学
生
の
活
躍
紹
介

　
本
学
科
で
は
教
職
員
一
同
が
研
究
な
ら
び
に
教

育
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
大
学
内
外
で
数
多
く
の
表
彰
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
近
年
の
受
賞
例
を
下
記
に
示

し
ま
す
。

教
職
員
の
活
躍

○
２
０
０
６
年
１
２
月
１
日
　
電
子
情
報
通
信

学
会2

0
0
6

年
画
像
符
号
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

︵P
C
S
J
2
0
0
6

︶
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
賞
受
賞
︵
齊
藤

隆
弘
教
授
、
小
松
隆
助
手
︶
﹁T

V

正
則
化
法
に

よ
る
超
解
像J

P
E
G

デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹂
の
研
究

発
表
が
、
新
し
い
研
究
領
域
を
開
拓
し
た
先
導

　　　　　平成18年度前期神奈川大学電気電子情報工学科同窓会収支（案）

　　　　　収　　　　入 　　　　　支　　出
会費 511000 通信費
2000円ｘ242名 　総会案内・会報郵送費 605160
3000円ｘ2名      （6730通）
5000円ｘ1名
6000円ｘ1名 印刷費 216825
10000円ｘ1名 　会報(7000枚)

  封筒（7000枚）
預金利息（４月１日） 157 　ハガキ(7000枚)

　総会案内(7000枚)
懇親会黒字 24222 　会費納入一覧印刷7000枚

　振替用紙印刷7000枚

平成17年繰越金 3789472 郵便料金受取人払い 20900
322通x65円

レンタルサーバー代 8820
会合費 0

次年度繰越金 3473146
収入合計 4324851 支出合計 4324851

収入合計-支出合計 0

　　　　　収　　　　入 　　　　　支　　出
会費 460000 通信費 32000
預金利息（４月１日） 160 印刷費 5000

会合費 2000
レンタルサーバー代 8820
DPE(懇親会/会報用） 2000
事務用品 2000

平成18年繰越金 3473146 次年度繰越金 3881486
収入合計 3933306 支出合計 3933306

収入合計-支出合計 0

2005年10月1日〜2006年9月30日

平成18年後期／19年前期度神奈川大学電気電子情報工学科同窓会予算（案）
平成18年10月1日から平成19年9月30日まで



(3)　第15号　　神奈川大学工学部電気電子情報工学科同窓会会報

的
研
究
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。P

C
S
J
/
I
M
P
S

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
：h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
e
e
.
k
a
g
u
.
t
u
s
.
a
c
.
j
p
/
p
c
s
j
-
i
m
p
s
/

2
0
0
6
/
a
w
a
r
d
.
h
t
m
l

○
２
０
０
６
年
５
月
２
７
日
　
２
０
０
６
年

度
日
本
超
音
波
医
学
会
奨
励
賞
︵
土
屋
健
伸

助
手
︶
土
屋
健
伸
助
手
︵
現
助
教
︶
が
日
本
超

音
波
医
学
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受

賞
内
容
は
、﹁
超
音
波
照
射
時
の
生
体
組
織
内

部
の
温
度
値
の
数
値
解
析
と
実
測
結
果
の
比

較
﹂
で
す
。
な
お
、
土
屋
助
手
は
、
本
学
科
の

卒
業
生(

平
成
５
年
度
学
部
卒
、
平
成
７
年
度

修
士
修
了)

で
す
。

○
２
０
０
６
年
５
月
２
５
日
海
洋
音
響
学
会

２
０
０
５
年
度
論
文
賞
遠
藤
信
行
教
授
、
土

屋
健
伸
助
手
︵
現
助
教
︶
が
海
洋
音
響
学
会

２
０
０
５
年
度
論
文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
内
容
は
﹁
並
列
演
算F

D
T
D

法
に
よ
る
浅

海
音
波
伝
搬
解
析
﹂
で
す
。
研
究
成
果
が
こ

ち
ら
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
：h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
m
a
s
j
.
j
p
/
k
o
k
a
i
/
t
s
u
c
h
i
y
a
k
/

FDTD_model.html

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
２
０
０
６
年
５
月
２
０
日
　
映
像
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
会
フ
ェ
ロ
ー(

F
e
l
l
o
w
)

の
称
号
授

与
︵
齊
藤
隆
弘
教
授
︶
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア

学
会
第
５
２
回
通
常
総
会
に
て
、
齊
藤
隆
弘

教
授
に
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
フ
ェ
ロ
ー

(
F
e
l
l
o
w
)

の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
分
野

に
お
け
る
学
術
研
究
、
技
術
開
発
の
指
導
や

教
育
に
お
け
る
貢
献
が
顕
著
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

在
学
生
の
活
躍

○
内
藤
史
貴
︵
遠
藤
研
究
室
修
士
１
年
︶︵
国

交
省
関
東
地
方
整
備
局
、
旧
港
空
研
︶
２
０

０
７
年
度
海
洋
音
響
学
会
研
究
発
表
会
ベ
ス

ト
ポ
ス
タ
ー
賞
﹁
貝
が
付
着
し
た
鋼
管
杭
の
板
厚

計
測
法
の
開
発
〜
送
受
波
方
式
の
検
討
〜
﹂
２
０

０
７
年
５
月
２
５
日

○
川
畑
順
裕
︵
豊
嶋
研
究
室
学
部
４
年
、
２
０
０

７
年
卒
︶
第
１
２
回
電
子
情
報
通
信
学
会
東
京
支

部
学
生
会
　
奨
励
賞
﹁
時
系
列
の
多
重
周
期
成
分

を
用
い
た
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
に
よ
る
株
価
予

測
﹂
２
０
０
６
年
５
月
１
９
日

○
石
井
勇
樹
︵
齊
藤
研
究
室
修
士
１
年
、
現
修
士

２
年
︶
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
２
０
０
６
年
次

大
会
・
学
生
優
秀
発
表
賞
﹁
乗
算
型
骨
格/

テ
ク

ス
チ
ャ
分
離
の
拡
張
と
そ
の
画
像
処
理
へ
の
応

用
﹂
２
０
０
６
年
１
２
月
１
２
日

○
石
井
勇
樹
︵
齊
藤
研
究
室
修
士
１
年
、
現
修
士

２
年
︶
電
子
情
報
通
信
学
会
２
０
０
６
年
映
像
メ

デ
ィ
ア
処
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︵I

M
P
S

2
0
0
6

︶
学

生
論
文
賞
﹁
乗
算
型
骨
格/

テ
ク
ス
チ
ャ
分
離
の

雑
音
耐
性
と
画
像
雑
音
除
去
へ
の
応
用
﹂
２
０
０

６
年
１
２
月
１
日

○
中
山
雅
雄
︵
豊
嶋
研
究
室
学
部
４
年
、
現
修
士

１
年
︶
情
報
処
理
技
術
者
試
験
／
テ
ク
ニ
カ
ル
エ

ン
ジ
ニ
ア
︵
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
︶
試
験
合

格
２
９
９
６
年
６
月
１
３
日

○
小
谷
光
史
︵
豊
嶋
研
究
室
学
部
４
年
、
現
修
士

２
年
︶
第
１
１
回
電
子
情
報
通
信
学
会
東
京
支
部

学
生
会
　
奨
励
賞
﹁
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
記
述
か
ら

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
記
述
へ
の
自
動
変
換
の
た
め
の
演

算
回
路
最
適
化
﹂
２
０
０
６
年
５
月
２
７
日

○
倉
林
佑
︵
豊
嶋
研
究
室
学
部
４
年
、
２
０
０
６

年
卒
︶
第
１
１
回
電
子
情
報
通
信
学
会
東
京
支
部

学
生
会
　
奨
励
賞
﹁
フ
ァ
ジ
ィ
推
論
を
用
い
た
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
﹂
２
０

０
６
年
５
月
２
７
日

ま
だ
ま
だ
多
く
の
受
賞
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、

紙
面
の
都
合
上
、
数
年
度
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
前
年
度
以
前
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
学
科H

P

を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
潮
流

電
気
工
学
科
　
昭
和
４
１
年
卒
　
土
肥
健
一

昭
和
４
１
年
︵
１
９
６
６
年
︶
３
月
に
電
気
工
学

科
を
卒
業
し
て
か
ら
４
１
余
年
に
な
る
。
こ
の
間

一
貫
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
あ
る
い
は
Ｉ
Ｔ

(Information
Technology)

と
呼
ば
れ
る
情
報

シ
ス
テ
ム
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｂ

Ｍ
対
抗
機
の
開
発
の
た
め
国
産
メ
ー
カ
ー
が
連
合

を
組
み
海
外
メ
ー
カ
ー
と
技
術
提
携
し
て
メ
イ
ン

フ
レ
ー
ム
開
発
に
凌
ぎ
を
削
っ
た
黎
明
期
︵1

9
7
0

年
代
︶
、
そ
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
当
時
オ

イ
ル
マ
ネ
ー
で
急
発
展
し
て
い
た
酷
暑
の
イ
ラ
ク

に
輸
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
の
当
た
り
に
し

た
民
族
・
宗
教
の
違
い
の
根
深
さ
や
イ
ラ
ク
ー
イ

ラ
ン
戦
争
︵
１
９
８
０
年
前
後
︶
、
や
が
て
メ
イ
ン

フ
レ
ー
ム
か
ら
Ｐ
Ｃ
・
Ｗ
Ｓ
な
ど
へ
と
ダ
ウ
ン
サ

イ
ズ
さ
れ
オ
ー
プ
ン
系
シ
ス
テ
ム
へ
と
移
行
さ
れ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
流

れ
、
更
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
、
急
成
長
・

急
拡
大
し
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

技
術
や
市
場
へ
の
対
応
、
先
進
の
欧
米
ベ
ン
ダ
ー

と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
崩
壊

︵2
0
0
1

年
︶
、
そ
し
て
直
近
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
、
中
国
で
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
事
業
　

等
々
、
　
こ
れ
ら
は
自
分
が
Ｉ
Ｔ
と
い
う
仕
事
を

通
し
て
経
験
し
て
き
た
環
境
で
あ
り
又
仕
事
の
一

場
面
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
で
は
、
Ｉ
Ｔ
は
日
進

月
歩
の
技
術
革
新
を
続
け
な
が
ら
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
や
産
業
シ
ス
テ
ム
、
市
民
生
活
の
隅
々
ま
で
行

き
渡
り
、
２
１
世
紀
社
会
の
コ
ア
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ィ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
先
日
、
新
し
く
名
称
さ

れ
た
﹁
電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
学
科
同
窓
会
﹂

の
集
ま
り
で
、
斎
藤
先
生
や
猪
野
先
生
か
ら
学
科

名
称
を
変
更
し
た
狙
い
や
効
果
を
お
聞
き
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。
“
情
報
”
と
い
う
言
葉
の
響
き
が

も
た
ら
す
不
人
気
や
日
本
の
“
も
の
作
り
”
の
危

う
さ
を
危
惧
さ
れ
て
も
お
ら
れ
た
。
ど
う
も
ま
だ

入
試
募
集
段
階
で
も
在
学
生
の
間
で
も
期
待
す
る

効
果
は
出
て
い
な
い
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
電
気

工
学
と
い
う
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
ハ
ー
ド
的
な
イ

メ
ー
ジ
の
名
称
か
ら
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

の
進
歩
が
も
た
ら
す
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
移
行
や
学
科
名
称
の
変
更

は
、
今
の
段
階
で
は
学
生
に
受
け
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
ら
し
い
。
単
純
に
﹁
情
報
﹂
と
い
う
言
葉

や
﹁
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
﹂
と
い
う
業
務
か
ら
学
生
は

３
Ｋ
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
現
実
に
長
時
間
勤
務
で
社

員
を
使
う
企
業
側
の
問
題
も
大
き
い
と
い
う
指
摘

も
あ
っ
た
。
確
か
に
企
業
の
Ｉ
Ｔ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
と
い
う
業
種
・
業
務
が
も
つ
構
造
的
問
題
を
否

定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
一
方
で
﹁
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
﹂
と
い
う
仕
事
の
重
要
性
、
魅
力
を
よ
く

説
明
し
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と

思
う
。
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

企
業
に
お
け
る
長
い
経
験
や
、
ま
さ
に
今
進
行
し

て
い
る
産
業
構
造
変
革
の
流
れ
を
よ
く
説
明
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
﹁
電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ

イ
ア
学
科
﹂
の
学
生
諸
君
の
参
考
に
資
す
る
こ
と

が
出
来
、
少
し
で
も
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
と
思
い
寄
稿
し
た
次
第
で
あ
る
。
さ
て
“
も

の
作
り
日
本
”
の
﹁
も
の
﹂
は
こ
れ
ま
で
の
物
理

的
存
在
そ
の
も
の
か
ら
、
今
後
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

と
い
う
論
理
的
形
成
体
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
動
い
て
い
た

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
今
後
は
あ
ら
ゆ
る
機
器
・
装

置
に
組
込
ま
れ
て
そ
の
機
能
を
構
成
す
る
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
開
発
は
、
量
的
に
益
々
膨
大
化
し
、
質

的
に
も
益
々
高
度
化
・
複
雑
化
し
、
世
界
規
模
で

質
的
・
量
的
人
的
リ
ソ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
事
態

に
な
っ
て
い
る
。
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・

例
え
ば
携
帯
端
末
を
１
機
種
、
新
し
く
製

作
す
る
為
に
は
１
０
０
億
円
の
開
発
費
が
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の1

0
0

億
円

に
占
め
る
コ
ス
ト
の
８
０
％
は
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
費
で
あ
る
。
携
帯
端
末
と
い
う
﹁
も

の
﹂
作
り
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
制
作
そ
の
も

の
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
な
く
し
て

﹁
も
の
作
り
日
本
﹂
は
あ
り
え
な
い
。﹁J

a
p
a
n

a
s
N
o
.
1

﹂
は
あ
り
え
な
い
。

・

電
気
・
通
信
・
水
道
・
輸
送
・
金
融
な
ど

の
社
会
イ
ン
フ
ラ.

シ
ス
テ
ム
は
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
で
手
順
化
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
安
全
・
安
心
に
動
作

す
る
。
同
様
に
企
業
に
お
け
る
様
々
な
業
務

も
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
指
示
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
動
か
す
ツ
ー
ル
で

あ
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
、
今
度
は
市
民
生

活
の
隅
々
に
至
る
機
器
や
装
置
に
組
込
ま
れ
、

そ
れ
ら
の
機
能
や
性
能
を
決
定
づ
け
る
重
要

な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
カ
メ

ラ
、
ビ
デ
オ
、
冷
蔵
庫
、
自
動
車
、
等
な
ど
然

り
で
あ
る
。

・

社
会
、
産
業
シ
ス
テ
ム
が
膨
大
な
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
技
術
に
依
存
し
成
立
つ
構
造
に
変

わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
膨
大
な
ソ
フ
ト
需
要

へ
の
対
応
や
産
業
の
競
争
力
強
化
等
あ
ら
ゆ

る
面
か
ら
日
本
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
技
術

者
不
足
問
題
は
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
は
ア
ジ
ア
の
Ｉ
Ｔ
市
場
の
半
分
を
占
め

る
も
の
の
、
毎
年
大
学
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
学
科
が
輩
出
す
る
学
生
数
は2

.
5

〜

３
万
人
と
極
め
て
少
な
い
。
一
方
で
中
国
は

そ
の
数
が
２
０
万
人
、
イ
ン
ド
で
は
２
５
万

人
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
圧
倒
的
な
不
足

問
題
の
対
策
が
、
単
純
に
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
な
ど

で
中
国
、
イ
ン
ド
等
に
向
か
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
ー
の
空
洞
化
に
な
り
か
ね

な
い
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
技
術
者
の
役
割
の
重

要
性
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
情
報
技
術
や

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
潮
流
は
、
本
学
科
の
学
生
諸
君

に
無
限
の
可
能
性
と
重
要
な
役
割
を
与
え
、
社

会
・
産
業
の
担
い
手
と
し
て
の
大
き
な
期
待
や
広

く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
の
場
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
。
決
し
て
目
先
の
小
さ
な
事
象
に
惑
わ
さ
れ

な
い
で
、
大
局
を
展
望
し
な
が
ら
自
信
と
愛
着
を

も
っ
て
﹁
電
子
情
報
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
学
科
﹂
で
の

勉
学
に
勤
し
ん
で
欲
し
い
。
新
し
い
﹁
電
子
情
報

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
学
科
﹂
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
伝

統
を
築
い
て
欲
し
い
。

会
員
の
近
況
・
思
い
出

電
気
工
学
科
平
成
１
３
年
卒
の
鼬
川
で
す
。

現
在
、
富
士
電
機
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
に
て
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
業
務
内
容
と
し
て
は
、
産
業
向
け
発

電
設
備
︵
コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
常
用･

非
常
用
発
電
設

備
︶
の
見
積
・
企
画
・
受
注
支
援
等
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
業
務
、
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
の

製
品
化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
で
入
社
５
年

目
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
仕
事
に
慣
れ
ず
、
ひ
た
す

ら
勉
強
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
出

張
で
中
部
地
区
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
と
い
う
こ
と
で
現
場
の
何
と
も
言
え
な
い

臭
い
に
耐
え
な
が
ら
仕
事
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

大
学
時
代
に
学
ん
だ
知
識
、
そ
し
て
卒
業
研
究
で

鍛
え
ら
れ
た
忍
耐
力
を
仕
事
に
私
生
活
に
活
か

し
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○

昭
和
３
８
年
卒
の
同
窓
会
　
５
月
８
日
︵
火
︶

に
昭
和
３
８
年
卒
の
有
志
１
７
名
が
幹
事
︵
平
野

莞
　
・
内
田
巳
千
独
︶
の
基
で
、
新
し
く
な
っ
た

神
奈
川
大
学
及
び
電
気
工
学
科
︵
現
在
は
電
子
情

報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
科
︶
の
見
学
を
行
な
い
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
、
木
造
の
校
舎
が
残
っ
て
い
た

ら
し
く
、
昔
の
校
舎
跡
は
き
れ
い
な
芝
生
に
な
っ

て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
電
気
の
校
舎

は
グ
ラ
ン
ド
の
近
く
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
大
学

見
学
後
、
横
浜
の
山
下
公
園
前
の
ホ
テ
ル
・
メ
ル

パ
ル
ク
に
集
合
し
、
約
４
４
年
前
の
在
学
時
の
思

い
出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
学

年
は
約
２
０
０
名
の
卒
業
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は

そ
の
と

き
の
集

合
写
真

で

す

。

も

し

、

同
窓
会

新
聞
を

見
て
連

絡
を
取

り
た
い

場

合

、

同
窓
会

の
ア
ド

レ
ス
に

御
一
報

い
た
だ

け

れ

ば
、
幹

事
に
お

伝
え
い

た
し
ま
す
︵
文
責
：
穴
田
︶
。

○

昭
和
４
４
年
卒
・
鈴
木
誠
研
究
室
の
同
窓
会

５
月
１
９
日
︵
土
︶
に
昭
和
４
４
年
、
鈴
木
誠
研

究
室
の
有
志
８
名
が
卒
業
後
初
め
て
大
学
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
４
号
館
地
下
１
階

が
研
究
室
で

し
た
。
ま
だ
エ

ア
コ
ン
な
ど

設
置
さ
れ
て

い
な
か
っ
た

の
で
、
夏
休
み

中
に
は
汗
だ

く
で
卒
業
研

究
を
行
な
っ

て
い
た
そ
う

で
す
。
大
学
見

学
後
、
六
角
橋
の
商
店
街
の
居
酒
屋
で
昔
の
思
い

出
話
、
団
塊
世
代
の
苦
労
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
集
合
写
真
で
す
。

写
真
後
列
左
よ
り
︵
桐
井
登
美
夫
︶
　
︵
水
澤
　

浩
︶
　
︵
高
杉
陽
一
︶
　
︵
穴
田
哲
夫
︶
　
︵
河
村
　

匡
︶
　
︵
原
澤
栄
志
︶
、
写
真
前
列
左
よ
り
︵
島
崎
雅

博
︶
　
︵
山
田
　
肇
︶
　
︵
福
島
貞
一
︶
　
︵
小
野
文

八
︶

訃
報
　
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

○
遠
　
藤
　
嘉
　
雄
殿
︵
昭
和
１
６
年
卒
︶

○
岡
　
田
　
鎮
　
郎
殿
︵
昭
和
１
６
年
卒
︶

○
篠
　
原
　
信
　
雄
殿
︵
昭
和
１
７
年
卒
︶

○
清
　
水
　
　
　
保
殿
︵
昭
和
１
７
年
卒
︶

○
岡
　
田
　
　
　
純
殿
︵
昭
和
２
０
年
卒
︶

○
谷
　
　
　
慶
　
彦
殿
︵
昭
和
２
０
年
卒
︶

○
小
　
熊
　
　
　
健
殿
︵
昭
和
２
０
年
卒
︶

○
原
　
田
　
富
　
雄
殿
︵
昭
和
２
２
年
卒
︶

○
武
　
藤
　
敬
　
吉
殿
︵
昭
和
２
２
年
卒
︶

○
多
賀
谷
　
哲
　
雄
殿
︵
昭
和
２
２
年
卒
︶

○
奈
　
良
　
重
　
男
殿
︵
昭
和
２
７
年
卒
︶

○
羽
　
場
　
　
　
護
殿
︵
昭
和
３
２
年
卒
︶

○
江
　
沢
　
　
　
徳
殿
︵
昭
和
３
６
年
卒
︶

○
川
　
村
　
知
　
己
殿
︵
昭
和
３
８
年
卒
︶

○
西
　
村
　
敏
　
宏
殿
︵
昭
和
３
８
年
卒
︶

○
伊
　
藤
　
建
　
二
殿
︵
昭
和
３
９
年
卒
︶

○
今
　
江
　
　
　
泰
殿
︵
昭
和
４
７
年
卒
︶


